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●   雑誌スポンサー制度とは 

 

 

 

 

 

●   雑誌スポンサーの対象 

 

 

 

 

●   必要な経費は 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

「福井市立図書館」、「福井市立みどり図書館」、 

「福井市立桜木図書館」、「福井市立清水図書館」、 

「福井市立美山図書館」を総称して福井市図書館と呼んでいます。 
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雑 誌 ス ポ ン サ ー を 募 集 し て い ま す 

 

図書館で購入している雑誌の最新号のカバーに広告を掲出できる制度です。 

広告の掲出とあわせて、広告物（チラシ等）を設置することもできます。 

福井県内に本店、支店、事業所、出張所等を有する企業・商店・団体などです。 

※「福井市広告事業実施要綱」および「福井市図書館雑誌スポンサー制度実施要領」によります。 
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こ の 雑 誌

は、 雑誌スポンサー制度に基づき 
㈱○○商事 
様からご提供いただきました。 

縦 ４センチ 
横 13センチ以内 

片面印刷 
（最大で裏表紙サイズまで） 

広告掲出を希望する雑誌の購入価格です。（※雑誌の定価（本体価格）により変動有） 

例）毎号 1,000 円の月刊誌のスポンサーとなる場合 

1,000（円）×12（月）×1.08（税）＝12,960 円 となります。 

 表面  裏面 

雑誌 

スポンサー 

一覧 
平成 30 年 

10 月現在 

 株式会社 アドバンス・パートナーズ 様 

 グラン・アンジュ．様 

 株式会社 米五 様 

 ＳｕｎＲ 様 

 坪川内科循環器科医院 様 

 株式会社 デルタコンサルタント 様 

 natural kitchen SAL 様 

  

 鈑金屋ドーラック 様 

 公益財団法人 福井市ふれあい公社 様 

 プティレストラン シェ・サカイ 様 

 ミルヒヴィ 様 

 株式会社 ユアーズホテルフクイ 様 

 ユア・ストレージ 福井西開発店 様 
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みどり図書館 雑誌架の様子 市立図書館 雑誌架の様子 桜木図書館 雑誌架の様子 

1 書架整理 

開館時間前の約 1 時間

を利用して、図書や雑誌が

分類どおり正しく並んで

いるか、また、各コーナー

の図書が利用しやすくな

っているか、書架の整理を

行っています。 

1 書架整理 

2 図書の装備 

3 壁面飾り・工作準備 

4 布絵本の制作 

5 行事などの補助 
 

2 壁面飾り・工作準備 

館内行事に必要な装飾 

や、工作行事用の材料の 

準備などを行っています。 

3 図書の装備・修理 

図書のフィルム貼りや、貸出

等によって傷んだ図書の簡単な

修理を行っています。 

4 布絵本の制作（桜木図書館） 

主に視覚など、障がいのある方々の本

に親しむ機会が増えるよう、小さなフェ

ルト布地の刺繡、貼り合わせ等により布

絵本を作っています。 

細かい作業を通じてでき上がった布

絵本が図書館の蔵書に加わるのも、ひと

つのよろこびですね。 
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図書館ボランティア講座を受講された方に、図

書館の種々の業務におけるボランティア活動に

取り組んでいただいています。 

図 書 館 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 中 で す ！ 
 

※募集等、詳しくは 

各図書館まで！ 

かなり 

緻密な作業 

です 



 

 

 

 

 

市全域の皆様に図書館サービスをご利用いただくために、移動図書館車は、マイクロバスに

本を載せて、図書館から遠い地域の公民館や小学校など、市内約１００か所を月に一回巡回し

ています。 

平成２９年度、福井市の移動図書館車は、市立図書館から巡回している「あじさい号」と、

みどり図書館から巡回する「フェニックス号」の２台になりました。 

 新たに加わったフェニックス号は、平成２９年１２月１５日（金）に市役所にてお披露目後、

清水地区の高齢者福祉施設すみれ荘へ初めての巡回をしました。車椅子リフトが付いており、

車椅子のまま移動図書館車に乗り、自分で本を選ぶことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         フェニックス号              すみれ荘での様子 

 

●   どんな本がありますか？ 

 

 移動図書館車には、小説や料理・手芸など趣味・生活の本と、絵本・紙芝居・物語な

どの児童書をおよそ１，５００冊載せ、定期的に入れ替えを行っています。読みたい本

は、予約（リクエスト）していただければ、次の巡回日にお持ちします。 

 

●   「あじさい号」「フェニックス号」で本を借りるには？ 

 

 福井市図書館５館共通の「貸出カード」が必要です。すでに「貸出カード」をお持ち

の方は、そのままご利用いただけます。お持ちでない方は巡回時に車内で作ることがで

きます。貸出冊数は、福井市図書館５館と「あじさい号」「フェニックス号」をあわせて

１０冊まで。移動図書館の貸出期間は、次の巡回日まで(約１か月間)になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月の巡回場所と巡回日については、図書館のホームページで確認できます。 

 

フェニックス号

は、清水地区の

学校など福井市

南西部を主に巡

回しています。 
 

あじさい号は、 

美山地区の小学

校・幼稚園など

を、新たに巡回

しています。 

新しい移動図書館車「フェニックス号」が稼働開始しました！ 
 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 市  立  

図 書 館  

移  動  

図書館  

みどり  

図書館  

桜  木  

図書館  

清  水  

図書館  

美  山  

図書館  
計 

開館日数  （日） 282  108  279 343 291  239  ―  

入館者数  （人） 164,676   11,236  197,973 314,532 11,497  10,894  710,808 

個人登録者数（人） 41,291 4,315  49,753 27,745 868  626  124,598 

貸出冊数 （冊点） 357,344 39,445  422,757 277,502 24,894  9,458  1,131,400 

蔵書数  （冊点） 455,499 18,713  422,588 214,136 90,396  42,012  1,243,294 

『幸せを届けるボランティア 不幸を招くボランティア』

田中 優／著 河出書房新社 

 

『シリーズ大地の公園 

中部・近畿・中国・四国のジオパーク』 

目代 邦康，柚洞 一央，新名 阿津子／編 古今書院 
 

本の 

散歩道 

平成２９年度利用状況 

福井市立図書館    福井市文京２丁目 7－７ TEL ０７７６－２０－５０００ 

福井市立みどり図書館 福井市若杉３丁目３０１ TEL ０７７６－３４－８８５９ 

福井市立桜木図書館  福井市手寄１丁目 4－１ アオッサ４階 TEL ０７７６－２０－１５３０ 

福井市立清水図書館  福井市風巻町２１－１７ TEL ０７７６－９８－３８２０ 

福井市立美山図書館  福井市美山町２－１２ TEL ０７７６－９０－１７００ 

 福井県では「恐竜渓谷ふくい勝山」が指定されています。勝山

市中心市街地はもとより、恐竜化石の発掘現場や六呂師高原を含

めた勝山市の地形・地質の特徴、生態系をはじめ、文化・生活・

歴史が豊富なカラー写真や地図、解説図つきで学べます。 

本書を片手に、各地のジオパークを訪ねてみるのも楽しいです

ね。 

「ボランティア」という名称は身近になりましたが、「ボランティアとは何

か？」という素朴な問いに自信を持って即答できる人は少ないのではないで

しょうか。長年ボランティア活動を行ってきた著者が、ボランティアの考え

方やしくみ、問題点等を実例をあげて解りやすく語ります。「ボランティアの

あり方」について大変考えさせられる本です。 

『ぼくを探しに』 

シェル・シルヴァスタイン／作  倉橋由美子／訳  講談社 

白い画用紙に黒で描かれた子どもの落書きのような絵本。一部が口の形に

欠けている円のような「ぼく」が、一本の線の上をころころと転がって「足

りないかけら」を探しに出かける。 

「ぼく」はいろいろな経験をしながら、そのすべてを楽しみ転がり進んで

いく、新しい何かを見つけるために。 

とても単純な言葉で書かれているが、じっくりと味わって読みたい一冊。 


